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市の花：紫陽花（あじさい） 市の木：桜（さくら）

November

今月の主な内容
あきたかた劇場
テーマ別懇談会へ行く ………………………………………………………２－９
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安
芸
高
田
市
内
の
城
跡
は
、広
島
県
教
育
委
員
会
の
調
査
で
そ
の
多
く
の
存
在
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
今
回
の
山
田
城
は
、名
前
こ
そ
江
戸
時
代
の
記
録
に
あ
る

も
の
の
、所
在
が
不
明
の
ま
ま
で
し
た
。そ
こ
で
そ
の
捜
索
を
試
み
た
結
果
、地
元
の
方

の
ご
教
示
に
よ
り
初
め
て
そ
の
所
在
地
と
遺
構
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
　

安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館

      　
　
　
　

学
芸
員　

秋
本
哲
治

シ
リ
ー
ズ「
お
城
拝
見
！
」 

第
二
十
九
回

編
集
後
記

　

昨
日
、
総
勢
10
人
で
あ
き
ろ
ま
ん
を

刈
り
、「
は
で
」
に
架
け
ま
し
た
。

　

私
の
か
す
か
な
記
憶
に
よ
る
と
、
以

前
は
家
の
近
く
に
七
〜
八
段
の
「
は
で

干
し
」
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
う
ー
ん

懐
か
し
い
。

　

最
近
は
特
に
「
自
然
」「
昔
に
帰
る
」

と
い
う
傾
向
が
強
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」
を

楽
し
め
る
ゆ
と
り
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　

（
浮
田
）

　

で
っ
か
い
ピ
オ
ー
ネ
が
木
か
ら
ぶ
ら

下
が
っ
て
い
る
の
を
、
は
じ
め
て
み
ま

し
た
。
ず
ら
っ
と
宝
物
が
浮
い
て
い
る

様
で
何
だ
か
楽
し
い
。
今
年
再
開
さ
れ

た
八
千
代
四
季
の
里
農
園
の
ぶ
ど
う
狩

り
の
様
子
で
す
が
、
来
年
も
こ
こ
は
穴

場
に
な
り
そ
う
。　
　
　
　
　

（
森
本
）

　

表
紙
の
写
真
は
、
も
ち
ろ
ん
イ
メ
ー

ジ
で
す
。
実
際
に
は
、
ま
だ
各
家
庭
に

お
太
助
フ
ォ
ン
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　

た
だ
、
モ
デ
ル
の
方
に
お
太
助
フ
ォ

ン
を
見
て
も
ら
っ
た
時
の
興
奮
の
し
よ

う
と
い
っ
た
ら
…
。
ま
る
で
、
と
あ
る

映
画
の
一
場
面
、
テ
レ
ビ
が
家
に
来
た

時
の
み
ん
な
の
喜
び
よ
う
を
映
し
た
あ

の
一
場
面
を
、
生
で
見
て
い
る
み
た
い

で
し
た
。

　

お
太
助
フ
ォ
ン
が
各
家
庭
に
設
置
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
安
芸
高
田
市

の
い
た
る
所
で
、
こ
の
よ
う
な
喜
び
の

顔
が
生
ま
れ
る
ん
だ
ろ
う
な
ぁ
…
…
。

そ
ん
な
こ
と
を
思
い
つ
つ
、
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
切
り
ま
し
た
。　
　
　
　

（
稲
田
）

【 

登
城
ガ
イ
ド 

】

標
高
／
４
７
８
ｍ
、比
高
／
約
１
４
０
ｍ

史
跡
指
定
／
未
指
定

城
　
主
／
山
田
氏
？

所
要
時
間
／
約
25
分

山
田
城

や
ま

だ

じ
ょ
う

《
美
土
里
町
北
》

立
地
：
山
田
集
落
を
見
下
ろ
す
山
の
中
腹
に
あ
り
、鉄
塔
建
設
に

よ
り
麓
か
ら
の
登
城
路
が
あ
り
ま
す
。江
戸
時
代
の
絵
図

に
も
描
か
れ
た
西
尾
山
八
幡
神
社
の
東
か
ら
山
田
集
落
を

通
り
川
根
へ
続
く
道
は
、戦
国
時
代
に
も
同
様
に
山
田
城

の
麓
を
通
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、城
は
こ
の
道

を
監
視
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

歴
史
：
江
戸
時
代
の
地
誌
に「
城
主
山
田
孫
右
衛
門
と
申
伝
候
」と

あ
り
ま
す
が
、戦
国
時
代
の
史
料
に
こ
の
人
物
は
見
つ
か

ら
ず
、詳
細
は
不
明
で
す
。地
元
で
は
、こ
の
城
主
の
姓
が

集
落
名
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

城
跡
：
全
体
は
東
を
向
い
た
Ａ
と
Ｂ
の
２
区
に
分
か
れ
て
お
り
、

約
50
ｍ
離
れ
て
２
つ
の
城
が
並
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。Ａ

は
郭
①
を
中
心
に
東
西
に
長
く
、西
側
背
後
に
は
土
橋
を

伴
う
二
重
堀
切
を
設
け
て
い
ま
す
。一
方
、Ｂ
は
内
部
で
３

段
に
分
か
れ
た
南
北
に
伸
び
る
郭
②
を
中
心
と
し
て
、こ

の
北
側
と
西
側
の
外
郭
線
上
に
大
き
な
土
塁（
通
路
と
し

て
利
用
か
？
）が
あ
り
、東
側
は
人
工
的
に
鋭
く
削
ら
れ
た

切
岸
と
呼
ば
れ
る
斜
面
が
よ
く
残
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に

そ
の
西
側
に
は
堀
切
を
築
き
、こ
ち
ら
も
背
後
を
遮
断
し

て
い
ま
す
。

考
察
：
こ
の
地
域
の
有
力
国
人
高
橋
氏
と
の
関
係
も
否
定
で
き
ま

せ
ん
が
、
全
体
的
に
丁
寧
な
造
り
で
、
直
線
的
な
形
状
か

ら
、１
５
３
０
年
の
高
橋
氏
滅
亡
以
後
の
遺
構
と
思
わ
れ

ま
す
。と
す
る
と
川
根
方
面
か
ら
の
監
視
、つ
ま
り
尼
子
氏

に
対
す
る
毛
利
方
の
城
と
推
測
で
き
ま
す
。

秋
季
企
画
展｢

毛
利
元
就
を
め
ぐ
る
女
性
た
ち｣

会
期
：
11
月
３
日（
土
）〜
12
月
９
日（
日
）※

月
曜
休
館

場
所
：
安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館（
中
学
生
以
下
無
料
）

き
り
ぎ
し

山田城遠望（南側より撮影） ②東側の鋭い切岸（南より撮影）

山田城略測図（作図　秋本哲治）

山田城位置図
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歳出（性質別区分）　216億2,585万円 （－29億5,645万円） 歳出（目的別区分）　216億2,585万円 （－29億5,645万円）

人件費 43億8,420万円
 （＋1億6,741万円）
職員や議員、各種委員に支払われる給料や社会保険料、報酬など。
公債費 36億6,687万円
 （－1億411万円）
市が借りたお金（借金）の返済経費。
物件費 29億7,393万円
 （＋2億2,315万円）
旅費、消耗品、食糧費、通信運搬費、手数料、備品購入費、使用料、
委託料などの経費。
繰出金 29億3,490万円
 （＋1億9,542万円）
特別会計の事業や事務の補助のため、一般会計から特別会計に支出した経費。
普通建設事業費 28億826万円
 （－33億1,193万円）
道路、橋、河川、消防施設、学校、公民館、公営住宅などの新設、増設、
改良事業や不動産取得等の投資的な事業費。
扶助費 23億3,297万円
 （＋1億3,215万円）
市が法令や条例によって、お金や物品を被扶助者に提供する経費。
補助費等 16億7,883万円
 （－2億1,824万円）
報奨金,謝礼金,負担金,補助金など。
災害復旧事業費 2億6,575万円
 （＋2,722万円）
風雨、地震など災害を受けた施設を復旧するための事業費。
積立金 2億5,354万円
 （－2億2,644万円）
基金などに積み立てる経費。
維持補修費 1億9,930万円
 （＋3,455万円）
市が管理する公共施設（道路など）の維持をするための経費。
投資及び出資金・貸付金 1億2,726万円
 （＋1億2,438万円）
財団法人などに対する出捐金や公営企業の資本を整備するための出
資的な繰出金など。

民　生　費 57億2,234万円
 （＋4億6,452万円）
社会福祉、身体障害者、高齢者、児童福祉など福祉の全般的な経費。
総　務　費 38億2,244万円
 （＋2億7,679万円）
企画、財政、電算処理、税の賦課・戸籍、選挙など一般的な行政事
務の経費。
公　債　費 36億6,687万円
 （－1億411万円）
市が借りたお金（借金）の返済経費。
教　育　費 19億388万円
 （－20億3,770万円）
幼稚園、小中学校など教育に関係する経費と生涯学習や公民館、運
動公園、博物館などの経費。
農林水産業費 17億5,909万円
 （－9,317万円）
農業、林業、水産業の振興のための経費。
衛　生　費 16億4,130万円
 （－14億8,262万円）
保健事業に関係する経費、環境対策に関する経費。
土　木　費 15億1,690万円
 （－2億3,939万円）
道路や河川、公営住宅の建設、整備、維持のための経費。
消　防　費 8億4,688万円
 （＋1億9,971万円）
消防や火災予防に関係する経費。
災害復旧費 2億6,575万円
 （＋2,722万円）
風雨、地震など災害を受けた施設を復旧するための事業費。
商　工　費 2億1,234万円
 （－1,793万円）
観光や商工業の振興に関係する経費。
そ　の　他 2億6,806万円
 （＋5,023万円）
議会費、労働費、諸支出金。

※万円未満の数値を切り捨てているため、合計と少し違いがあります。
※（　）内は前年と比較しての増減額です。

※万円未満の数値を切り捨てているため、合計と少し違いがあります。
※（　）内は前年と比較しての増減額です。

目的別
区分

性質別
区分
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平
成
23
年
度

決
算
報
告

　

平
成
23
年
度
の
決
算
が
9
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

普
通
会
計
の
決
算
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
普
通
会
計
に
は
、

一
般
会
計
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
整
備
事
業
特
別
会
計
、

飲
料
水
供
給
事
業
特
別
会
計
が
含
ま
れ
ま
す
。

　歳入は224億4,591万円で前年度より30億1,905
万円（対前年度比11.9%）減少しました。主な要
因としては、し尿処理施設整備、給食センター
整備事業等の大規模建設事業の終了に伴い、国
庫支出金が16億675万円減少、市債が15億1,210
万円減少したことによるものです。

歳入

　歳出は216億2,585万円で前年度より29億5,645
万円（対前年度比12.0%）減少しました。主な要
因としては、給食センターの事業開始等に伴い、
物件費が2億2,315万円増加したものの、し尿処
理施設整備事業、給食センター整備事業等の大
型建設事業の終了により普通建設事業費が33億
1,193万円減少したことによるものです。

歳出

歳入総額　224億4,591万円 （－30億1,905万円）

地方交付税 104億8,230万円
 （＋2億729万円）
どのまちでも一定の行政サービスを行えるように市町村間の財政力
の差をなくすために国から交付されるお金。所得税、酒税、法人税、
消費税、たばこ税の５税が原資。
市　　　税 33億5,334万円
 （－6,111万円）
市民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税など市が課税徴収する税金。
市　　　債 24億1,570万円
 （－15億1,210万円）
公共施設などを整備するために必要なお金を国などから調達する借金。
国庫支出金 20億8,808万円
 （－16億675万円）
市が行なう仕事に対して必要性に応じて国から支給されるお金。
県 支 出 金 17億705万円
 （－9,081万円）
市が行なう仕事に対して必要性に応じて県から支給されるお金。
繰　越　金 5億3,265万円
 （＋2億3,497万円）
前年度の決算で生じた余剰金を、次年度の歳入に編入するときの収入。
使　用　料 4億279万円
 （＋399万円）
市が管理している施設を利用する際に市に納付されたお金。
地方消費税交付金 2億9,739万円
 （－338万円）
消費税の5分の1が県と市町村に交付される。交付額は、人口と従
業者数を基準に配分。
地方譲与税 2億2,895万円
 （－645万円）
国税として集められた後、市に譲与される税。地方道路譲与税や自
動車重量譲与税など。
繰　入　金 7,945万円
 （－2億118万円）
資金運用の方法として特別会計、企業会計、基金から、受け入れる
ときの収入。
そ　の　他 8億5,817万円
 （＋1,649万円）
諸収入、分担金及び負担金、自動車取得税など。

※万円未満の数値を切り捨てているため、合計と少し違いがあります。
※（　）内は前年と比較しての増減額です。 10



農業集落排水事業特別会計

介護保険特別会計

歳入　3億7,708万円
歳出　3億7,696万円

歳入　38億8,373万円
歳出　38億7,088万円

市内12地区に整備している
農業集落排水施設の管理事業
です。加入促進を図りながら
施設の適正管理に務めてきま
した。

老後の安心をみんなで支え
る介護保険を運営する会計で
す。介護が必要だと認められ
た要介護認定者は平成23年
度末現在で2,605人でした。

特定環境保全公共下水道事業特別会計

簡易水道事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

歳入　5億2,083万円
歳出　5億2,065万円

歳入　5億2,086万円
歳出　5億2,064万円

歳入　4億2,292万円
歳出　4億1,413万円

八千代・甲田・向原処理区を対象に事業を実
施しています。甲田は概ね整備が完了し、
今後は加入促進を図り適正管理に務めて
行きます。八千代は管路整備を継続し、
向原は施設の維持管理に務めてきました。

6町13認可区域の飲料水の
安定供給のための施設の管理
及び八千代給水区、美土里給
水区で施設の整備を行いまし
た。

主に75歳以上の方が加入す
る後期高齢者医療（長寿医療）
保険を運営する会計です。平
成23年度末加入被保健者は、
6,760人でした。

公共下水道事業特別会計

コミュニティ・プラント整備事業特別会計

国民健康保険特別会計

歳入　4億8,844万円
歳出　4億8,261万円

歳入　926万円
歳出　924万円

歳入　43億7,337万円
歳出　37億8,630万円

吉田市街地の都市計画区域の
うち用途地域内を中心に事業
を継続しました。管路整備を
継続します。

甲田処理区の吉田口地区を対
象に大型浄化槽による処理場
の適正管理を行いました。

国民健康保険を運営する会計
です。平成23年度末で加入
世帯が4,763世帯、加入被
保険者は7,704人でした。

介護サービス特別会計

浄化槽整備事業特別会計

歳入　4,008万円
歳出　3,866万円

歳入　2億1,877万円
歳出　2億1,872万円

介護保険認定者のうち、要
支援１・２の高齢者の介護予
防サービスを運営する会計で
す。644人分の介護予防サー
ビス計画を策定しました。

各家庭で早期な整備が見込める市
設置型の事業です。市が工事発注
し、その後も管理をしていく事業
で平成23年度は43基を新設しま
した。管理総数は2,414基です。

飲料水供給事業特別会計
歳入　1,328万円
歳出　1,324万円

高宮町下福田・すだれ地域の
飲料水の安定供給、施設の管
理を行いました。

平
成
23
年
度
決
算

特
別
会
計
の

決
算
状
況

※
万
円
未
満
の
数
値
は
切
り
捨
て
て
い
ま
す
。

 

企
業
会
計

　

企
業
会
計
と
は
、
地
方
公
営
企
業
法

の
全
部
ま
た
は
一
部
の
適
用
を
受
け
る
公

営
企
業
の
会
計
を
い
い
ま
す
。
損
益
計
算

書
と
貸
借
対
照
表
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
安
芸
高
田
市
で
は
吉
田
町
、
甲
田

町
の
区
域
（
一
部
）
で
地
方
公
営
企
業
法

に
基
づ
き
水
道
事
業
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

 

水
道
事
業

　

水
道
事
業
は
、
安
全
で
お
い
し
い
水

を
安
定
し
て
供
給
す
る
と
共
に
、
経
営

基
盤
整
備
強
化
の
た
め
効
率
的
経
営
に

努
め
ま
し
た
。

貸借対照表
固定資産合計 34億4,363万円
流動資産合計 3億9,594万円
資産合計 38億3,957万円
負 債 合 計 1億4,764万円
資 本 合 計 36億9,193万円
負債資本合計 38億3,957万円

損益計算書
収 益 2億4,553万円
費 用 2億4,038万円
特 別 利 益 0円
特 別 損 失 136万円
当年度純利益 379万円

平成23年度給食全体の経費
　給食に要する経費のうち、食材費
は保護者の負担（給食会計）ですが、
人件費や光熱水費などの費用は、市
の負担（一般会計）です。給食全体の
経費は次のようになっています。

保護者負担の食材費
1億3,616万3,410円

市負担の人件費等
1億9,550万5,476円

（食材費+人件費等）
÷年間食数 60万6,927食

1食当たり給食コスト
546円

＋

↓
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「
人　

輝
く
・
安
芸
高
田
」の
実
現
の
た
め
、

平
成
23
年
度
に
取
り
組
ん
だ
主
な
事
業
を
紹

介
し
ま
す
。

●
快
適
で
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
窓
口
事
業

　

・
公
共
交
通
・
生
活
路
線
確
保
対
策
事
業

　

・
葬
斎
場
施
設
整
備
事
業

　

・
子
育
て
婚
活
支
援
住
宅
整
備
事
業

　

・
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業

　

・
消
防
団
詰
所
等
整
備
事
業

●
心
豊
か
に
創
造
性
に
富
ん
だ
ま
ち
づ
く
り

　

・
学
校
耐
震
化
推
進
事
業

　

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

●
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　

・
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
普
及

促
進
事
業

　

・
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想
事
業

●
多
彩
な
生
産
と
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

　

・
安
芸
高
田
市
ふ
る
さ
と
応
援
の
会
設
立

事
業

　

・
土
師
ダ
ム
周
辺
整
備
事
業

　

・
未
来
創
造
事
業

平
成
23
年
度
の

 
主
な
事
業

 
(

抜
粋)

未来創造事業 ……………………………3,861万円
　平成22年度に策定した、安芸高田市の歴史や伝統文化を
活用した地域活性化を目指した「未来創造計画」に基づき、
第1回高校生の神楽甲子園ひろしま安芸高田、ひろしま安
芸高田神楽第1回東京公演を行い、安芸高田市の魅力の発
信力を強化し、観光客の増などの成果に繋げました。

安芸高田市ふるさと応援の会設立事業 …355万円
　ふるさとの魅力を広め、地域をさらに元気にしていくた
めの会員組織「安芸高田市ふるさと応援の会」を結成し、
平成24年3月末現在で1,704名の方に会員になっていただき
ました。組織力の強化の取組みとして、まちづくりを考え
る研修会、サンフレッチェ広島安芸高田市スポンサード
ゲームへの参加、会員同士の交流会を行いました。

ワンストップ総合窓口事業 ………………840万円
　平成22年度末に窓口スペースの改修を行い、準備を進め
てきたワンストップ窓口サービスを開始し、お客さんの移
動を極力少なくして複数の窓口サービスを受けていただけ
る仕組みを作りました。

子育て婚活支援住宅整備事業 …………4,294万円
　老朽化した市営住宅を解体し、その跡地に子育て世帯向
けの宅地を整備しました。この宅地については、平成24年
度から分譲することにしており、若者世代の定住の促進を
目指しています。
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担当部署名 事務事業名 事業概要 目　標 上半期進捗状況

市
民
部

人
権
多
文
化
共
生
推
進
室

多文化共生
推 進 事 業

　在住外国人が地域の構成員とし
て共に生活していくため、推進プ
ランの策定やリレー講座の開催、
多文化共生交流事業の支援などを
実施します。

　平成25年３月までに協議会を
立上げ、「安芸高田市多文化共生
プラン」を策定します。
　安芸高田市の活力維持のため、
外国人特区について検討します。

・平成24年7月6日第1回安芸高
田市多文化共生推進会議を設立
し、「安芸高田市多文化共生プ
ラン」策定に向けた議論を行っ
ています。
・9月末までに、「情報の多言語
化」「学校での多文化共生」「相
互理解の場の設置」「日本語教
室の充実」などの課題ごとに3
つの分科会を設置し、5回の会
議を開催しています。
・外国人特区については、安芸高
田市工業会や国の機関と協議を
行っています。

福
祉
保
健
部

高
齢
者
福
祉
課

市 民
総ヘルパー
推 進 事 業

　地域の共助を原動力として、市
民に広く介護技術、介護知識の普
及を図り、地域全体での介護力の
向上を図ります。

・生活・介護サポーター養成講
座を年１回３会場で開催し、
100名の生活・介護サポーター
を養成します。
・高齢者や障害者の見守り体制を
確立します。
・ボランティア活動に対するボラ
ンティア・ポイント制度を創設
します。

・9月1日第7期講座を修了。修
了者：38名　
・障害者の見守りについては、安
芸高田市障害者団体連絡協議会
から対象者情報の提供を受け、
調査の上支援対象とします。
　高齢者等の見守りについては、
民生・児童委員からの情報提供
によって見守り対象者を把握す
る方法に変更し、現在の見守り
対象者に加えます。
・ボランティアポイント制度を安
心生活創造事業の巡回訪問に対
して導入するため、平成24年
度中に制度設計及び周知を行い
平成25年度から実施します。

子
育
て
支
援
課

子 育 て
支援の充実

・子育て支援センターでの一時預
り・病後児預り事業について、
子育て家庭へ制度利用の周知を
図ります。
・安心して子育てができる24時
間保育体制の充実を図ります。
・向原こばと園について、民間移
管に向けて円滑な事業推進を図
ります。

・子育て支援センターでの一時預
り・病後児預り事業について、
平成24年度末には事前登録人
数80名を目指します。
・ファミリーサポートセンター事
業と補完・連携して「24時間
保育体制」の充実を図ります。
・向原こばと園は平成26年４月
開園に向け、設立運営法人によ
る建設工事を平成25年１月に
着手します。

・子育て支援センター一時預り・
病後児預り事業9月末現在登録
者数86名。24年度一時預り延
べ利用者数132名。病後児預
かり延べ利用者数0名。
・向原新設民間保育所について
は、4月1日に新設保育所採用
内定者5名を向原こばと園に配
属し、8月29日に「安芸高田
市向原町民間保育所設立運営協
定書」を（社）三篠会と締結し
ました。

産
業
振
興
部

地
域
営
農
課

地 産 地 消
推 進 事 業

　地産地消行動計画実施計画に基
づき、学校給食の担当者や関係機
関等との、協議会を継続・発展さ
せ、給食センターの地場産品使用
率並びに地産地消率の向上を目指
します。

　給食センターの地場産野菜の使
用率について、当面30％（重量
ベース）を目指します。
　「三矢ブランド」を３品目から
5品目へ、「あきたかたのたから
ブランド」を79品目から90品目
へ増加を目指します。

・給食センターの地場産野菜使
用率は9月末時点で31.0％、
昨年同期の21.9％を大きく上
回っています。
・あきたかたのたからブランドは
10品目の追加認証を行い、89
品目となりました。「おたから
セット」としての販売が好評で
す。

ふ る さ と
応 援 の 会
推 進 事 業

　「ふるさと応援の会」を組織強
化し、安芸高田市の活性化を図り
ます。

　会員数2,500名を目標に組織
強化を図るとともに、会の組織を
通じた特産品や農産物等の販売
ルートの確立を目指します。

・会員数は9月末現在で2,003
人となりました。農産物等の販
売ルートの確立に向けて、JA
や関係機関との協議を行ってい
ます。

商
工
観
光
課

観光振興事業

　地域経済の活性化を図る観光推
進体制を整備します。

・市内一円の観光協会設立に向け
て人材育成や組織体制の検討を
行います。

・5月26日設立準備委員会設立、
委員会に事務調整会議を設け、
運営体制や業務内容等の調整を
行っています。また、関係組織
との合同会議を持ち、連携推進
を図ります。

農
業
委
員
会
事
務
局

耕作放棄地
対 策 事 業

　耕作放棄地の現地実態調査に基
づき、解消に向けた広報や具体的
な手法により、農地の有効利用を
図ります。

　耕作放棄地８ha減少を目指し
ます。

・全農地について概ね７月～９月
にかけて農地パトロール（農地
利用状況調査）を実施しました。
・啓発用チラシによる回覧や「農
業委員会だより」の配布により
耕作放棄地解消に向けた広報活
動を行いました。
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担当部署名 事務事業名 事業概要 目　標 上半期進捗状況

総
務
部

危
機
管
理
室

自 主 防 災
組織の設立
促 進 事 業

　組織率として100％である自
主防災組織に対し、本市独自の強
化策として、連絡網の整備の確立
組織を増やします。

平成25年３月末で、組織率を
85％に引上げます。

・平成24年9月末　72組織　
・組織率74.3%（9,845世帯／
13,256世帯）

防 犯 灯
Ｌ Ｅ Ｄ 化
促 進 事 業

　市内の地元管理防犯灯につい
て、消費電力削減や器具の耐久力
向上の観点からＬＥＤ化を促進し
ます。

　平成24年度完了を目標に、地
元管理分の把握を行いながら予算
要求を行いLED化への移行を目
指します。

・平成24年9月末　85.2%
　今年度完了を目標に広報等で周
知を行いました。
（今後も引き続き周知を行う）

企
画
振
興
部

政
策
企
画
課

葬斎場整備
・運営事業

　葬斎場本体工事、水道管敷設、
主要地方道右折レーンの工事を行
います。葬斎場の運営方針を策定
し、管理運営体制を確立します。

　平成25年４月１日の供用開始
を目指し、工事及び運営準備を平
成25年３月末までに完了させま
す。

・平成24年4月、建築工事に着
手しました。
・平成24年９月、水道管敷設工
事に着手しました。
・右折レーン設置工事について、
公安委員会及び道路管理者と協
議を重ねました。
　今後、速やかに道路改良工事及
び舗装工事を実施します。
・市議会9月定例会において、葬
斎場設置管理条例案（市民生活
課所管）が原案可決されました。

生 涯 学 習
セ ン タ ー
整 備 事 業

　向原町の生涯学習・文化活動の
拠点を確保するため、現存の若者
センターを改修するとともに、
ホール等の機能を有する施設を新
築します。

　平成25年３月末で全体の80％
を実施します。

・平成24年9月、建築工事に着
手しました。
　平成25年9月末竣工に向け事
業を推進します。

土師ダム周辺
整 備 事 業

　サイクリングターミナルの新築
工事を完了させるとともに周辺整
備等を行います

・サイクリングターミナルの新築
工事及び幼児向けの遊具を平成
25年３月までに完了させます。
・日本グラウンド・ゴルフ協会公
認コース整備工事を平成２４年
７月末までに完了させます。

・平成24年7月、サイクリング
ターミナル建築工事に着手しま
した。
・平成24年8月、日本グラウン
ド・ゴルフ協会公認　土師ダム
グラウンド・ゴルフ場をオープ
ンしました。

未来創造事業

　地域の魅力である「毛利元就」
と「神楽」をテーマに観光交流事
業を展開し、雇用の創出、そして
定住人口の増加を目指す諸事業を
実施します。

・高校生の神楽甲子園を平成24
年７月に開催します。
・神楽サミットを平成24年12月
に開催します。
・大都市公演を平成25年１月に
開催します。
・誘客のための交通手段の確保を
行います。

・高校生の神楽甲子園を、平成
24年7月28日に開催しました。
・神楽東京公演を、平成25年1
月19日に開催するよう計画内
容を具体化しました。
・誘客の交通手段の確保として、
広島市内から神楽門前湯治村へ
のバスツアーの企画実施を旅行
エージェントへ働きかけ実現し
ました。（8回　101人）

情
報
政
策
課

光ネットワーク
整 備 事 業

　光通信を利用したブロードバン
ド環境の充実とともに、市民のみ
なさまの安心・便利な暮らしをサ
ポートすることを目的として、各
世帯にお知らせ端末を配備します。

・平成25年３月までに市内全域
幹線・支線敷設工事を完了させ
ます。
・平成25年３月までに吉田町・
八千代町・美土里町・高宮町の
各世帯へ引込み線を敷設してお
知らせ端末を設置します。
・甲田町・向原町の各世帯への引
込み線敷設、お知らせ端末設置
は平成25年度に行います。

・住民説明会　428行政区で開
催
・ケーブル敷設（9月25日現在）
　　光ケーブル235㎞ /738㎞
 （31.8％）
　　メッセンジャーワイヤー（光
ケーブルに張力がかからない
ようにするために敷設するワ
イヤー）538㎞ /758㎞

 （71.0％）
・お太助フォン申込状況
　　6,717件（9月22日現在）

市
民
部

市
民
生
活
課

環境対策事業

　地球温暖化の防止、環境保全意
識の高揚及び住民のリサイクル意
識の向上を図るため、環境対策事
業補助金を交付し事業の推進を図
ります。

・住宅用太陽光発電システムの設
置数を50件以上とします。
・資源ごみの回収量を896ｔ以
上とします。
・再生可能エネルギー（太陽光・
水力・風力・バイオマス等）を
調査し、利用の可能性を研究・
検討します。
・第１回エコフェアーを参加人数
500人を目標に開催します。

・住宅用太陽光発電システム設置
数　103件　　　　　　

・資源ごみ回収量　98.4ｔ（98,383kg）
約11％の進捗率（平成24年6月30
日現在）（古紙９2,775kg、アルミ缶
2,515kg、スチール缶1,362kg、ペッ
トボトル1,731kg）

・第1回かんきょう祭（名称変更）
　10月28日(日)かんきょう祭を
開催し、500人集客のため、
五感で楽しめるよう検討中です。

本年５月号に掲載しました安芸高田市の「仕事目標」に対する上半期の進捗状況を公表します。

平成24年度　安芸高田市の「仕事目標」
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担当部署名 事務事業名 事業概要 目　標 上半期進捗状況

建
設
部

住
宅
政
策
課

（
市
民
生
活
課
）

婚活・若者・
定 住 促 進
支 援 事 業

・子育て・婚活団地支援として、
向ヶ丘・上甲立定住促進団地の
分譲を行います。
・結婚の支援並びに結婚を希望す
る男女の出会いの機会の創出の
ため、交流イベントを開催しま
す。

・全26区画中　6区画の分譲を
行います。
・結婚成立カップル３組以上を目
指します。

・全26区画中　11区画が売約済
です。
・2組結婚成立しました。

建　

設　

課

国 道・ 県 道
整備促進事業

【東広島高田道路】
・用地補償
　吉田側全体
　　用地７筆　建物２戸
　正力側全体
　　用地７筆　建物１戸
・工事
　除草対策工事

　地域高規格道路東広島高田道路
の早期の完成を目指し、広島県と
連携を密にして着実に事業を推進
します。

・用地補償の正力側について、用
地5筆、建物1戸と契約締結し
ました。
・除草対策として、吉田側の除草・
防草シートと正力側の除草を実
施しました。
・正力側について、土石流防止施
設工事の準備がされました。
（11月発注予定)

【国道５４号可部バイパス】
・用地補償
　土地収用手続き、用地取得
100㎡
・工事
　道路改良（三入地区L=600m
大林地区L=700m）
　橋梁上部（山倉川OFFラン
プ橋L=11m、山倉川側道橋
L=11m、専隆寺川橋L=22m）

　可部バイパス事業促進のため要
望活動を継続的に行います。

・土地収用による用地取得（100
㎡）に向けて収用手続が進めら
れています。
・工事は、昨年度からの工事が進
められ、新たに4件の工事が発
注されました。

【一般県道原田吉田線】
・用地補償
　用地取得２名
・工事
　土工、水路工

　一般県道原田吉田線の改良事業
については、広島県と連携を密に
して着実に事業を推進します。

・用地取得が済んだ区間につい
て、工事着手のため、水路工の
工事準備がされました。（11月
発注予定）
・次期工区分の測量設計業務が発
注されました。（L=700ｍ）

上
下
水
道
課

下水道整備事業

　下水道等排水設備設置普及促進
補助金交付制度の活用と併せて、
下水道等の加入促進を図り、生活
環境を改善します。

　市全体の下水道の普及を図り、
水洗化率60.4％以上を目指しま
す。

・平成24年度9月末現在の下水
道等の加入件数は、・公共37件
(47件)・特環22件(29件)・農
集7件(12件)・浄化槽46件(84
件）の合計112件(172件)で、
加入促進を図っているところで
す。
※（　）は申請件数

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
総
務
課

学校耐震化
推 進 事 業

　小中学校施設の耐震補強工事を
推進します。
・小中学校施設の耐震補強工事
（実施設計、補強・改修工事等）
…可愛小学校屋体、甲立小学校
屋体、小田小学校屋体、小田東
小学校屋体、向原小学校屋体、
甲田中学校校舎、八千代中学校
屋体、向原中学校屋体

・平成24年度末で、小中学校施
設の耐震化率を90％以上にし
ます。

・可愛小学校屋体、小田小学校屋
体、小田東小学校屋体の耐震補
強設計業務を発注しました。
・甲立小学校屋体、向原小学校屋
体、甲田中学校校舎、八千代中
学校屋体、向原中学校屋体の耐
震改修工事を発注し、向原小学
校屋体は完成しました。

生
涯
学
習
課

甲 立 古 墳
調 査 事 業

　国の史跡指定に向け、古墳の試
掘調査を継続実施します。

　第３次確認調査を行い、平成
24年11月中に成果を現地説明
会で公表します。

・６月に国庫補助金の交付決定を
受け、文化庁、県教育委員会と
の協議・指導を受けると共に、
７月には発掘調査指導委員会を
開催、今年度の調査方針を協議
しました。この指導方針をもと
に９月から調査を開始しました。
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平成24年度　実施学力　

国語・算数
・広島県「基礎・基本」定着状況調査
・平成24年6月12日実施

・国語、算数ともに、県平均を上回り、正
答率も80%に近いことから、基礎的基
本的な内容は概ね定着していると言えま
す。

国語・算数・理科
・全国学力・学習状況調査
・平成24年4月17日実施
社会
・市総合学力調査（ベネッセ）
・平成24年6月12日実施

・国語Ａ，算数、理科、社会とも正答率
60%以上であり、基礎的基本的な学習
内容は概ね定着していると言えます。

・国語Ｂは、読み取る力に課題があります。

理科・社会
・市総合学力調査（ベネッセ）
・平成24年6月12日実施

・理科、社会とも、全国平均を上回ってい
ること、また理科は正答率60％を超え
ており、社会についてもほぼ60%であ
ることから、基礎的基本的な学習内容は
概ね定着していると言えます。

国語・数学・英語
・広島県「基礎・基本」定着状況調査
・平成24年6月12日実施
理科・社会
・市総合学力調査（ベネッセ）
・平成24年6月12日実施

・国語、数学、英語は、正答率が80%を
超え、基礎的基本的な学習内容はかなり
定着していると言えます。
・理科は、科学的な思考力・判断力に課題
があります。

国語・数学・理科
・全国学力・学習状況調査
・平成24年4月17日実施

・国語、数学Ｂ，理科は、全国・県平均を
上回っており、基礎的基本的内容は概ね
定着していると言えます。

・数学Ａについては、数量関係の内容に課
題があります。
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調査の結果について　 安芸高田市教育委員会

　安芸高田市では、左ページのように全国学力・
学習状況調査、広島県「基礎・基本」定着状況
調査、市総合学力調査を実施しました。その結果
から、安芸高田市の子どもたちは、基礎的基本的
な学習内容を概ね身につけていることが分かりまし
た。
　引き続き、必要に応じて学習補助員を配置する
などきめ細やかな指導を実施するとともに、設問
分析を行い、わかる授業づくりに努めていきます。

　生活調査（広島県「基礎・基本」
定着状況調査）からは、安芸高田
市の子どもたちは「早寝・早起き・
朝ごはん」が、かなり達成できて
いることが分かりました。
　就寝時刻・起床時刻・家庭学習
を始める時刻を固定し、規則正し
い生活習慣を身につけることが大
切です。

　家庭での学習時間については、小
中連携の取組の成果が表れており、
目標の時間以上に学習しています。
　テレビやゲームの時間についても、
ご家庭で「ノーゲーム・ノーテレビ
デー」に取り組んでいただいている
おかげで、「４時間以上」という回答
が減少傾向にあります。
　テレビやゲームから離れて、読書
やスポーツに親しむことも大切です。
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第67回国民体育大会　ぎふ清流国体
《陸上成年男子》
日浦　誠治　（東海大学）
《サッカー少年男子》
阿部　良季、荒木　隼人、岡村　
吾朗、柄脇　雅伸、椿本　啓祐
 （吉田高等学校）
《レスリングフリースタイル少年男子》
末本　隼哉　（三次高等学校）
《相撲　少年男子》監督
江本　良時　（竹原高等学校教員）
《カヌー成年》監督
深田　泰正
 （安芸高田市教育委員会）
《カヌー成年男子》
小又　千春　（立命館大学）
《アーチェリー少年男子》監督
竹田　勝重　（吉田高等学校教員）
《アーチェリー少年女子》
松本　彩音　（吉田高等学校）

《アーチェリー成年女子》
小玉　ひかり　（近畿大学）
《ハンドボール成年男子》
志水　孝行、成田　幸平、仁平　
昌利、樋口　睦、今井　昭仁、中
浦　成崇、谷村　遼太、木村　雅
俊、新　建二、佐藤　智仁、古家
雅之、松村　昌幸、玉村　健次（監
督） （湧永製薬ハンドボール部）
第12回全国障害者スポーツ大会
　ぎふ清流大会
《陸上》
日詰　正範
 　（ふれあいの家たんぽぽ）
加賀本　正則　（清風会　みやび）
津田　慎治
 　（広島北特別支援学校）
《フライングディスク》
高杉　正荘
 　（清風会　サンブリエ）

岡崎　愛美
 　（広島北特別支援学校）
2012日本ID陸上競技選手権
（2013アジアユースパラリン
ピック代表選手選考会）
《陸上》
津田　慎治
 　（広島北特別支援学校）
第10回全日本ターゲット・バー
ドゴルフ大会inとちぎ
《ターゲット・バードゴルフ男子
個人戦（シニア）・二人組織》
今井　信義、山下　勲三
（三矢ターゲット・バードゴルフ
クラブ）

全国大会出場おめでとうございます!!

　「ひろしま教育の日」のメッセージ最優秀作品（1作品）に、美土里小学校1年　田中　麻稀さんのメッセージが、
4万7,618作品の中から選ばれました。

☆メッセージ内容
　「うれしいな！　できないことが　できたとき！」

☆メッセージの応募作品数（主催の広島県教育委員会発表）
　小 学 校　2万4,829作品、中学校　8,770作品、県立学校　3,999作品、一般　20作品
 計 　　4万7,618作品

☆田中　麻稀さんのことば
　学校で鉄棒の『布団干し』という技を練習していたら、できるようになりました。とても
うれしかったので、その時の気持ちをメッセージにしました。

※田中　麻稀さんのメッセージは、最優秀作品としてポスターやチラシに掲載され、そのポ
スターやチラシは県内全校に配布されるほか、主要なJR駅、教育機関等に掲示されます。

「ひろしま教育の日」のメッセージ最優秀作品受賞!!

　山下忠行委員の辞任に伴い、山下委員がこれまで担当されていた地区を村上委員と松浦委員が担当されます。担
当地区は次のとおりです。

吉田町の農業委員の担当地区が変わりました

農業委員　村上一夫委員
担当地区　上竹原・下竹原・上福原・下福原・甲元・

上小山・下小山
追加地区　常友日南・常楽寺・下新屋郷・上新屋郷・

坂巻・徳田

農業委員　松浦博幸委員
担当地区　下中馬下・下中馬上・上中馬・宮之城・本

谷上・本谷中・本谷下
追加地区　山手日南上・山手日南下・山手中・山手西
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市長
　コラム

ワイド版

第 回

「
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想
」
の
具
現
化

　

安
芸
高
田
市
の
高
齢
化
率
は
35
・
2
％
で
県

下
で
も
少
子
高
齢
化
の
進
ん
だ
町
で
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
化
社
会
を
支
え
る
社
会
の
構
築
は
行
政

の
最
重
点
課
題
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
高
齢
化

に
伴
い
福
祉
・
医
療
・
危
機
管
理
に
関
連
す
る

経
費
の
高
騰
は
避
け
て
通
れ
な
い
必
須
の
課
題

で
あ
り
ま
す
。

　

政
府
は
、
こ
の
度
の
消
費
税
ア
ッ
プ
は
年

金
・
福
祉
・
介
護
に
充
当
す
る
財
源
と
し
て
特

定
を
し
、
平
成
26
年
か
ら
８
％
、
平
成
27
年
か

ら
10
％
へ
増
税
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

財
源
は
ほ
と
ん
ど
、
社
会
保
障
の
充
実
（
社
会

保
障
の
安
定
化
・
現
況
の
社
会
保
障
制
度
を
守

る
）
に
充
当
す
る
と
言
う
事
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
や
不
安
定
な

景
気
動
向
を
考
え
る
と
こ
の
度
の
改
定
は
、
抜

本
的
な
改
定
に
は
成
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
改
定
の
前
提
と
し
て
2
〜
3
％
の
実
質
経

済
成
長
を
見
込
ん
で
の
改
定
で
あ
り
、
成
長
が

見
込
め
な
い
場
合
は
、
4
〜
5
年
後
に
は
再
度

の
消
費
税
の
改
定
を
含
め
財
源
の
確
保
が
大
き

な
社
会
の
問
題
に
変
じ
る
可
能
性
が
高
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

政
府
や
社
会
の
状
況
が
如
何
な
る
状
況
に
な

ろ
う
と
も
、
安
芸
高
田
市
の
市
民
の
皆
様
が
安

心
し
て
生
活
の
出
来
る
仕
組
み
を
市
民
の
皆
様

と
構
築
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
行
政
が
行
財
政
改
革
を
推

進
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
民
の
皆

様
の
協
力
も
必
要
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
主
流
で
あ
っ
た
公
助
を
補
完

す
る
意
味
で
、
自
助
・
共
助
の
考
え
方
を
市
民

の
皆
様
に
ご
理
解
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
4
年
前
に
政
策
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
し

て
、
市
民
の
皆
様
に
自
助
・
共
助
・
公
助
に
よ

る
「
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想
」
を
提
唱
致
し
ま

し
た
。
市
民
の
皆
様
に
ヘ
ル
パ
ー
構
想
の
趣
旨

を
ご
理
解
頂
き
、
将
来
の
安
定
的
な
行
政
運
営

の
盾
と
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想
は
全
て
の
市
民
の
皆

様
に
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
な
っ
て
頂
く
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
様
に
日
常
生
活
を
営
む

上
で
の
知
識
を
身
に
つ
け
て
頂
き
、
安
芸
高
田

市
の
古
く
か
ら
の
風
習
で
あ
る
「
も
や
い
」
を

活
か
し
た
「
お
互
い
さ
ま
」
の
精
神
を
復
活
し

て
頂
く
こ
と
を
ヘ
ル
パ
ー
構
想
の
理
念
の
基
本

と
し
て
お
り
ま
す
。
安
芸
高
田
市
は
広
く
、
家

屋
が
点
在
し
て
い
て
、
行
政
効
率
の
非
常
に
悪

い
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。「
も
や
い
」
の
復
活

が
市
民
の
皆
様
の
自
助
を
育
み
、
一
人
ひ
と
り

の
強
み
が
地
域
の
強
み
に
繋
が
る
と
思
い
ま

す
。
行
政
が
発
す
る
施
策
の
補
完
を
し
て
頂
く

事
が
今
後
の
市
政
の
大
き
な
協
力
と
な
り
ま
す
。

　

市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想
を
効
果
的
に
実
施
す

る
た
め
に
は
、
こ
の
構
想
を
解
り
や
す
く
具
現

化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
先
般
、
県
立
広
島

大
学
の
金
子　

努
教
授
の
ご
協
力
に
よ
り
、
具

現
化
に
向
け
て
、
①
市
民
の
意
識
改
革
と
人
材

育
成
②
市
民
の
強
み
を
生
か
す
③
自
助
・
共
助
・

公
助
の
役
割
の
明
確
化
④
自
助
・
共
助
に
よ
り

医
療
保
険
給
付
、
介
護
保
険
給
付
を
必
要
と
す

る
人
を
減
ず
る
⑤
現
状
生
活
の
維
持
の
5
項
目

の
提
言
を
頂
き
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
提
言
を

参
考
に
し
、
具
体
化
に
つ
い
て
の
検
討
を
早
い

時
期
に
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
市
民
総
ヘ

ル
パ
ー
構
想
が
掛
け
声
だ
け
で
終
わ
ら
な
い
よ

う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成24年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 本年 前年 前年同期比増減数

115件

4人

163人

98件

4人

129人

17件

0人

34人

死 者 数

負傷者数

H24.9末現在
安芸高田警察署管内

減らそう犯罪

○道路横断中が一番危ない
　県内の高齢者の死亡事故の約半数は道路

横断中です。安芸高田警察署でも、横断中

の死亡事故が今年2件発生しています。

◇県内の高齢者の死亡事故は、約6割が自宅付近です。通り慣れ
た道でも、周囲の安全をよく確認しましょう。

◇少し回り道をしても信号機、横断歩道を利用しましょう。

●11月の交通事故警戒日（過去の交通事故統計に基づく）
　7日（水）・14日（水）・19日（月）

56

道路横断中の歩行者との事故、正面衝突事故等、重大事故につな
がる事故が発生。
※発生件数、死者数、負傷者数、いずれも昨年同時期と比べて増加。
これから日が短くなります。早めのライト点灯、道路状況に応じ
た適正速度、車間距離の保持を心がけましょう。

 社団法人広島被害者支援センターは、犯罪被害に遭われた
被害者とその家族を支援する民間団体で、電話・面接相談を
はじめ裁判所への付き添いなどの直接支援事業などの活動を
しています。

◎ひとりで悩まないでこんなときに電話して下さい
　○事件や事故に遭ってしまった
　　どこに相談したらいいのかわからない
　　日常生活が困難になった
　○心に深い傷を負った
　　思い出すと怖くてたまらない
　　心が不安定で眠れない
　　自分を責めてしまう

　　いつも心細くて、さみしい
　○家族が被害を受けた
　　どう接してよいかわからない
　　立ち直れないのではと心配
など犯罪被害に関すること。

　広島被害者支援センターは「犯罪被害者等早期援助団体」
で、犯罪・事故の被害者やその家族をサポートします。

　まずは電話して下さい

　０８２－５４４－１１１０

知ってますか　社団法人広島被害者支援センター
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月日 受付時間 主な対象町 会　場 相談内容 お 知 ら せ

11月
２日
（金）

10:00～
11:30 吉 田 町

（吉田）
中央保健
センター

●育児相談
●４か月児
相談
●２歳６か
月児相談

※４か月児相談、２歳６
か月児相談の対象児に
は個人通知します。

対象：４か月児相談は平
成24年７月生まれ。

　２歳６か月児相談は平
成22年５月生まれ。

※内容：身体測定・食生
活・歯・育児全般にお
ける相談

※現在使用している歯ブ
ラシをご持参ください。

13:00～
14:30

吉 田 町
美土里町

11月
９日
（金）

10:00～
11:30 甲 田 町

13:00～
14:30 向 原 町

11月
16日
（金）

10:00～
11:30 八千代町

13:00～
14:30 高 宮 町

ハッピープレママサロン
～妊娠中からの子育てを応援していきます～

日　時 場　所 内　　　容 担当

11月27日(火)
(13:30～
15:30)

中央保健
センター
３階

第２回「輝くママになろう♪」
★妊娠期・授乳期ママの栄
養ミニ講座♪

★妊娠中のデンタルケアと
赤ちゃんのお口の話♪

★妊娠中から始めるエクサ
サイズで骨盤ケア♪

栄養士
歯科衛生士
助産師
保健師

【対　象　者】妊婦さん（状態が安定している方）と家族
【持参する物】母子健康手帳・お茶等
【参加と託児】参加には予約が必要です。託児希望がある場合

は、予約時にご相談ください。
※骨盤ケアのエクササイズを毎回行いますので、動きやすい服
装でおいでください。
※３回シリーズですが、いつからでも参加できます。次回は12
月18日（火）≪赤ちゃんのお世話～沐浴・抱き方・おむつ替
えにチャレンジ～と骨盤ケアエクササイズ≫を予定しています。
※開催時間が、先月から午後1時30分～3時30分に変更して
いますので、ご注意ください。
※予約先：保健医療課　 ４２－５６３３

対象町で来られない場合、他の対象町でも受けられます、事
前に保健医療課（ 42-5633）までご連絡ください。

【乳幼児健康教室】

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

11月22日(木)
10:00～11:30

（吉田）
中央保健セン
ター　３階

11月15日

～
11月21日

★生後５か月児
～１歳６か月
児とその家族

お茶・
タオル

すくすく教室　～すくすく離乳食～
★お口の発達にあった離乳食をすすめよう！★
　赤ちゃんのお口の機能や発達に合わせた食べ方など分りやすく説明
します。実際に試食しながら食べ方や食材の大きさをみていきましょう。

※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。
※参加希望の方は、保健医療課（ 42-5633)へお申し込みく
ださい。

★歯が生え始めたころ……歯磨き
のスタートです！歯みがきの習
慣をつけましょう。
　生後6か月頃になると、一般的に下の前歯から生えて
きます。生えたばかりの歯は未完成の状態で、唾液の中
からカルシウムやリンなどを取り込んで、時間をかけて
硬くなってきます。歯根も徐々に育ち、しっかりした歯
に成長していきます。将来、歯磨きが好きな子どもにす
るためにも、この時期に歯磨きの習慣をつけましょう。

★1歳6ヵ月・3歳・6歳頃……乳歯の虫歯予防が永久
歯の歯並びをよくします。「仕上げ磨き」「食生活」「歯
科健診」がポイントです！
　1歳6か月頃には、一般的に第1乳臼歯が生えて、上
下の奥歯のかみ合わせができ始めます。
　3歳頃には、個人差はありますが乳歯がほぼ生えそろ
い歯は20本になります。かむための筋肉も発達し、食
の幅が広がります。それだけに虫歯になりやすく、3歳
児健診時には、虫歯がある子供さんが多くみられます。
　6歳頃には、第1大臼歯（6歳臼歯）が生え始め、そ
の後前歯から生えかわり、第2大臼歯（12歳臼歯）が
生えそろうと永久歯が完成します。乳歯から永久歯に生
えかわるこの時期は、より丁寧な歯のケアが大切です。
【歯磨きの3つのポイント】
●「仕上げ磨き」
・歯と歯の間・歯と歯茎の境目・かむ面のみぞに特に注
意しましょう。
・1歳6か月頃には、唾液により洗い流す作用がまだ十
分ではなく、虫歯になりやすい上の前歯にも注意しま
しょう。
・寝る前の仕上げ磨きは特に大切です。仕上げ磨きは、
小学校低学年までは、全体を行うことが必要です。
●「食生活」
・規則正しい食生活の習慣が大切です。食事やおやつの
時間を決めて、お腹をすかせてから食べると、唾液の
分泌が盛んになり、虫歯予防につながります。
・よく噛んで食べる習慣をつけましょう。≪厚生労働省
では1口30回以上かむことを目標にした「噛ミング
30（カミングサンマル）」を提唱しています≫
　・飲み物は、水や麦茶など糖分を含まないものを選び
ましょう。

●「歯科健診」
・かかりつけの歯科医を決めて、年1回は歯科健診を受
けましょう。子どもにあったきめ細かいアドバイスが
受けられます。

毎日の歯磨きで歯を守ろう！
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げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー。 
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

子育て支援センター
【プレイルーム】
　クリスタルアージョ１階にあるプレイ

ルームは、子育て中の親子が集い交流しあえる場所です。
３歳までのお子様向けのオモチャを置いていますので保護
者の方と一緒にお気軽にご利用下さい。おしゃべりをして、
ホッと一息しませんか。
■場　　所　クリスタルアージョ１階　エレベーター正面
■利用時間　月曜日～金曜日　8：30～17：15

【子育て交流会】

■持ち物　水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
■活動時間は45分程度ですが、参加人数や季節により時
間が前後する場合があります。
■＊託児はありませんが、対象年齢ではない、ごきょうだ
いを連れてこられても大丈夫です。
■ご利用は無料です。ご予約は必要ありません。
子育て支援センター（ 47‒1283）

【子育て相談】
　子育て支援センターでは、 家庭児童相談員・母子自立支
援員・保健師・子育て支援員が子育てに関する悩みなど相
談に応じています。 お子様と一緒にお気軽においでくだ
さい。 
〈電話での相談も受け付けています。〉
■受付時間　月曜～金曜日　8：30～17：15
子育て支援センター（ 47-1283）

と　　き と こ ろ 内　　容
11月７日（水）
10:00～10:15　受付
10:15～11:00　活動

吉田運動公園
エアロビクス室
（吉田町）

親子体操
＊対象年齢　
　０歳～１歳

11月29日（木）
10:00～10:15　受付
10:15～11:00　活動

吉田運動公園
エアロビクス室
（吉田町）

親子体操
＊対象年齢　
　２歳～４歳

月日・受付時間 対　　象 会　場

11月１日（木）
13:00～13:15

３歳児健康診査
・H21年５月生まれ

（吉田）
中央保健
センター

11月８日（木）
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
・H23年４月生まれ

（吉田）
中央保健
センター

11月15日（木）
13:00～13:15

乳児健康診査
・H24年１月生まれ

（吉田）
中央保健
センター

※健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談。
※対象児には個人通知します。

日　　　時 保育所（園）名 内　　　容
11月１日（木）
 9：30～11：30 向原こばと園 園 庭 開 放
11月７日（水）
10：00～11：30 クリスタルアージョ 吉 田 保 育 所 に

よ る 出 前 保 育
11月８日（木）
 9：30～11：00 ひまわり保育所 園 庭 開 放
11月８日（木）
10：00～11：30 小田東保育所 園 庭 開 放
11月９日（金）
10：00～11：30 吉田幼稚園 お た の し み 会
11月９日（金）
10：30～11：45 ひの川幼稚園 園 庭 開 放

（なかよし広場）
11月13日（火）
 9：30～11：00 くるはら保育園 園 庭 開 放
11月13日（火）
 9：30～11：00 かわね保育園 園 庭 開 放
11月13日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放
11月14日（水）
 9：30～11：00 ふなさ保育園 園 庭 開 放
11月14日（水）
10：00～11：30 甲立保育所 園 庭 開 放
11月15日（木）
 9：30～11：30 向原こばと園 園 庭 開 放
11月15日（木）
 9：30～11：00 みどりの森保育所 園 庭 開 放
11月16日（金）
10：00～11：30 吉田幼稚園 園 庭 開 放
11月20日（火）
10：00～11：30 小原保育所 園 庭 開 放
11月20日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放
11月27日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放
11月28日（水）
 9：30～11：30 入江保育園 体 験 入 園
11月29日（木）
10：00～11：30 みつや保育所 体 験 入 園
11月30日（金）
10：30～11：45 ひの川幼稚園 園 庭 開 放

（なかよし広場）

園庭開放・体験入園日程
　子どもたちは友だちと遊んだり、 お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます。 そのかたわらで、 お母さんたちは
育児の悩みなど情報交換もできます。 
●持参するもの　お茶・タオル・着替え

◆下記の保育園は、随時園庭開放を行っております。行事の
都合がありますので、保育園にお問い合わせください。
　刈田保育園　　　 　５２－２０９９
　八千代南保育園　 　５２－３０４８
　可愛保育園　　　 　４３－１７７６

９月17日（月）に行われた、美土里子ども神楽発表大会での一コマ
（関連記事：P27）
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競技用自転車BMXの全日本シリーズ開催！
JBＭXF JAPAN SERIES ＃５
　BMXは、大小の山や急カーブが作られた複
雑なコースを走り、順位を競うスポーツです。
　９月１６日（日）に土師ダムＢＭＸ ＴＲＡＣ
Ｋで全日本シリーズが開催されました。ライバ
ルに勝ち抜くには、強靭な体力と高い技術、そ
して強い精神力が要求されます。安芸高田市を
拠点に練習を積んだ、八橋姫菜・佐伯愛美・山野
本悠里・島田遼・佐伯辰哉・山口勝也・島田忠彦の
各選手が各クラスで優勝するという素晴らしい
成績を上げられました。

子どもだからこそできる舞があるんだ！
第14回美土里子ども神楽発表大会
　小柄な身体に、大きな衣装。迫力満点の鬼の面。その
ギャップが可愛らしさを引き立てます。
　9月17日(月)、神楽門前湯治村で行われた美土里子ども
神楽発表大会は、幼いながらも迫力のある舞で大盛り上が
り。
　声変わりをしていない声は甲高く響き、思わず微笑まず
にはいられません。楽も、小さな身体を精いっぱいに使っ
て清らかな音を奏でます。これから大人になるにつれ、舞
も楽も本格化していくのでしょうが、この年代にしかでき
ない神楽にもまた違った魅力が溢れていました。

会場を包む心地よい笛や太鼓
第40回記念神楽まつり高宮神楽
　40回目を迎えた高宮町最大の神楽イベント高宮
神楽が10月13日に開催されました。昨今の神楽人
気を反映して、約3,700人が詰めかけ、例年以上
に大盛況。中でも、若い人や女性の姿が目立ち、幅
広い世代に注目されていることがわかります。
　高宮町の６神楽団が勢揃いし、12演目も上演さ
れました。薄暗い会場内に立ち並ぶ出店の灯りがさ
らに、まつりの雰囲気を盛り上げてくれます。最後
の上演は深夜０時を過ぎていましたが、多くの人が
にこやかに、満足そうにされていました。

圧倒される高速の世界
NANO TOP CUPダートトライアルinタカタ
　巻き上がる砂塵。轟くエンジン音。車に魅了され
た者たちの熱き戦いが展開。
　10月7日(日)にテクニックステージタカタで行
われたこのダートトライアルは、2012年JAF全日
本ダートトライアル選手権の第7戦でもあります。
　各地で繰り広げられてきた熱戦。安芸高田市に全
国から猛者たちが集まりました。コーナーをドリフ
トをしながら回り、ストレートでは高速で駆け抜け
る。眺めているだけでも圧倒されるような迫力に、
お客さんも声援と拍手を送りました。
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脈々と受け継がれてきた美土里の神楽
美土里神楽発表大会
　美土里町には神楽がある。お祭りで舞われ、各種イ
ベントで舞われ、と、人々の楽しみとして年月を共に
重ねてきました。
　9月29日(土)に神楽門前湯治村で行われた発表大
会には13団体が出演。
　安芸高田市のお宝として、今や、様々な地域にファ
ンを持つ神楽。それを観覧しようと、多くの人が詰め
かけた中で行われる舞。神楽団ごとに異なる衣装や面
を楽しむのもあり。楽やストーリーに胸を高鳴らせる
のもあり。神楽を心から満喫する一日となりました。

会場を包む緊張感
けんみん文化祭ひろしま'12吟詠剣詩舞の祭典
　毎年、“けんみん文化祭ひろしま”では、日本舞踊や和
太鼓など分野ごとに各地の会場に別れて県の決勝大会が
行われます。今年、安芸高田市には吟詠剣詩舞の部の強
豪団体が集結しました。
　10月７日（日）、クリスタルアージョには、この大会
を心待ちにしていた多くの方が詰めかけました。本市か
らも、芸北地区代表として４団体が出場。さすがにどの
団体も見事なもので、流れるようなしなやかな動きが一
瞬にして、気迫に満ちた動きに変化します。変化の見事
さに観客は思わず、惹きつけられていました。

第９回ひろしま障害者
フライングディスク競技大会開催

　９月23日（日）、吉田サッカー公園に県内各地より250名を超える
選手が集まりました。この競技は、ディスクと呼ばれる円盤を回転さ
せながら飛ばして行います。今大会では、離れた場所に設置された輪
にディスクを通した回数で競うアキュラシー競技と投げた距離を競う
ディスタンス競技の２種目が行われました。また、今大会は全国大会
予選を兼ねていることもあり、正に真剣勝負という雰囲気でした。
　規模の大きな大会であるため、運営は大変でしたが、今年も各団体
より多くのボランティアの方の協力をいただきました。ありがとうご
ざいました。
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　今月の食材は、『ほうれん草』です。
　ほうれん草はとても栄養価が高く、緑黄色野菜
の代表的な食材です。
　旬は秋から冬、霜にあたると甘みが増すと言わ
れています。

　カロチンやビタミンＣ・鉄分を多く含み、カロチンは抗酸化作用があ
るといわれ、がんや動脈硬化を防ぐ働きがあります。
　また、根元の赤い部分には骨を丈夫にするマンガンが豊富に含ま
れているので捨てずに食べましょう。

　今回は、安芸高田市食生活改善推進協議会　吉田支部がほう
れん草を使った中華風サラダを紹介します。ぜひ作ってみて下さいね。

食生活に関するご相談は、お気軽に保健医療課　栄養士にお問い合わせ下さい。（ ４２－５６３３）

安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課　栄養士

♪材料（４人分）♪
ほうれん草 …１束
長ねぎ ……10㎝
酢 ………大さじ１
ロースハム …40ｇ
砂糖 …小さじ１強
しょう油 …小さじ１強
ごま油 …小さじ１

♪作り方♪
①ほうれん草はざく切りし、サッ
と茹で、水にとり絞る。長ね
ぎはみじん切りにする。
②ロースハムはみじん切りにす
る。
③ほうれん草と調味料を入れて
和え、ハムと長ねぎをかける。

（一人分のエネルギー 43kcal　塩分 0.5ｇ）

【インフォメーション】

健康あれこれ
健康あきたかた21
イメージキャラクター

　果物はビタミンＣや食物繊維が豊富ですが、食べ過ぎると血糖や中性脂肪を増やします。
りんごや梨なら１/２個、みかんなら２個が一日の目安量になります。

ワンポイント
糖尿病予防

たかみや湯の森温泉ウォーキングプール健康教室
 保健医療課　 ４２－５６３３

　水中では腰や膝に無理な負担をかけることなく歩くことがで
き、普段使わない筋肉の回復や維持、増進を図ることができます。
　初めての方も大歓迎です。ぜひご参加ください。

広島大学公開講座
「家でもできる健康体操と
 ノルディックウォーキング」
　家でもできる簡単な体操やノルディック
ウォーキングの講習会を行います。

11月16日（金）
　10：30～12：30（10：00～10：20受付）
安芸高田市吉田運動公園アリーナおよびグ
ラウンド
持 ち 物：動きやすい服装、シューズ（上靴、

外靴）、飲料水
参 加 費：無料
講　　師：広島大学大学院　教育学研究科　
 東川安雄　教授
定　　員：おおむね65才以上の方・50名程度
申込み先：保健医療課（ 42-5633）
申込み期限： 11月13日（火）まで
＊手軽な全身運動を始めたい、転ぶことが心
配、運動が苦手…という方、ぜひこの機会
にご参加ください!!

ノルディックウォーキングとは…
　スキーのストックのような形をした専用
ポールを手に持って歩くことで、下肢への
負担が少なく、バランスよく歩くことがで
きます。上半身も動かすので全身運動とな
り、首や肩の血行促進、姿勢がよくなるな
どの効果もあり、誰でも気軽に楽しめます。

※講習中のケガ等については、応急処置のみ
としますのでご了承ください。

コ ー ス 肩こり・腰痛・膝痛の軽減、予防コース
（10時～ 11時）

体脂肪燃焼
コース

(19時～20時）

対　 象 吉田･八千代
地域の方

高宮･美土里
地域の方

甲田･向原
地域の方 市内全域

と　 き

１月21日～
　３月11日
毎週月曜日

１月24日～
　３月７日
毎週木曜日

１月25日～
　３月８日
毎週金曜日

１月17日～
　２月28日
毎週木曜日

午前10時～11時　７回コース
※希望者には無料で送迎があります。
※定員に余裕があれば対象地域以外か
らも参加できます。
　ただし、送迎はありません。

午後７時～
 ８時
７回コース

申込期間 11月８日（木）～12月15日（土）

と こ ろ たかみや湯の森温泉ウォーキングプール

定 員 17名（定員を超える場合、新規申し込みの方を優
先とさせていただきます。）

参 加 費 2,100円（温泉プール利用料１回につき500円は別料金）

申 込 先 たかみや湯の森　 ５９－００５９

ほうれん草の中華風サラダ
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健
康

い
い

カ
ラ
ダ

　

交
通
事
故
に
よ
る
ケ
ガ
や
病
気
で

も
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
で
受

診
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
場
合
の
医
療
費
は

本
来
加
害
者
が
負
担
す
べ
き
も
の
な

の
で
、一
時
的
に
国
保
が
立
て
替
え
、

あ
と
で
過
失
割
合
に
応
じ
て
加
害
者

に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
加
害
者
を
確
認

　

加
害
者
の
住
所
等
を
、
で
き
る
だ

け
詳
し
く
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
速
や
か
に
警
察
に
届
け
出
る

　
「
交
通
事
故
証
明
書
」
を
も
ら
い

ま
す
。

③
国
保
窓
口
に
届
け
出
る

　

必
要
書
類
を
ご
準
備
の
う
え
、
保

健
医
療
課
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

・
印
鑑

・
国
民
健
康
保
険
証

・
交
通
事
故
証
明
書

・
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届

示
談
は
慎
重
に
！

　

届
け
出
る
前
に
、
加
害
者
側
と
示

談
し
て
交
通
事
故
な
ど
に
よ
る
医
療

費
用
を
受
け
取
る
と
、
あ
と
で
国
保

か
ら
加
害
者
へ
費
用
の
請
求
が
で
き

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
場
合
は
、
後
遺
症
な

ど
の
問
題
も
あ
り
ま
す
の
で
、
示
談

の
前
に
必
ず
保
健
医
療
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
交
通
事
故
に
よ
る
疾
病
の

疑
い
が
あ
る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ

せ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
届
け
出
を
さ
れ
ず
交
通

事
故
の
治
療
を
受
け
て
い
る
方
に
、

届
け
出
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ　

病
院
で
「
交
通
事
故
で
は
、
健

康
保
険
は
使
え
ま
せ
ん
」
と
い
わ

れ
ま
し
た
が
？

Ａ　

届
け
出
を
さ
れ
る
と
国
保
が
使

え
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
場
合
、
自
由
診
療
で

治
療
を
受
け
、
加
害
者
の
損
害
保
険

（
自
賠
責
保
険
、
任
意
保
険
）
で
治

療
費
を
ま
か
な
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
交
通
事
故
は
国
民
健
康

保
険
法
第
六
十
四
条
の
「
第
三
者
行

為
」
に
該
当
す
る
た
め
、「
第
三
者

行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
保
健
医
療

課
に
提
出
す
れ
ば
、
国
保
で
の
治
療

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
医
療
機
関
は
患

者
さ
ん
か
ら
の
希
望
に
し
た
が
っ
て

取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
保
健
医
療

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
や
肥
満
解
消
の
た
め
の
運
動
は
、
労

働
、
家
事
、
趣
味
な
ど
の
「
日
常
生
活
活
動
」
と
、
体
力
の
維
持
や
向
上
を

目
指
す
「
運
動
」
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
週
に
数
回
の
定
期
的
な
運
動

が
一
番
効
果
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ど

ん
な
活
動
で
も
動
い
た
だ
け
の
効
果
は

あ
り
ま
す
。
日
常
の
生
活
活
動
で
消
費

さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
え
る
と
、
基

礎
代
謝
量
（
安
静
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
）
も
増
え
る
傾
向
が
あ
り
、
運
動

を
し
て
い
な
い
と
き
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
消
費
し
や
す
い
体
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
１
日

の
な
か
で
あ
わ
せ
て
30
分
」
で
い
い
の

で
、
今
よ
り
も
体
を
動
か
す
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
立
っ
て
行
動
す
る
だ
け
で

動
か
な
い
場
合
よ
り
も
20
％
、
歩
け
ば

３
０
０
％
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が

ア
ッ
プ
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
１

日
、
１
週
間
、
１
か
月
と
続
け
て
い
く

こ
と
で
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
!!

「
こ
ま
め
に
歩
こ
う
会
」
を
行
い
ま
す
!!

　

健
康
あ
き
た
か
た
21
運
動
部
会
で
は
、「
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、誰
で
も
、

手
軽
に
で
き
る
」
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
皆
様
も
こ
の
機
会

を
利
用
し
、
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

●
日　
　

時
…
…
11
月
21
日
（
水
）
※
甲
田
文
化
セ
ン
タ
ー
ミ
ュ
ー
ズ
前
集
合

　
　
　
　
　
　
　

集
合
：
９
時　

出
発
：
９
時
15
分　

終
了
：
10
時
30
分
予
定

●
コ
ー
ス
…
…
ミ
ュ
ー
ズ
か
ら
唯
称
庵

●
申
し
込
み
…
…
事
前
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
参
加
費
…
…
無
料

●
持
ち
物
…
…
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
・
タ
オ
ル
・
帽
子
・
水
分
補
給
の

出
来
る
も
の

※
天
候
が
悪
い
時
は
、
中
止
に
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
保
健
医
療
課　

４
２

－

５
６
３
３
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
で
も
国
民
健
康
保
険
は
使
え
る
の
？

保
健
医
療
課　

４
２

－

５
６
１
９

【
健
康
あ
き
た
か
た
21
】

「
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
、
こ
ま
め
に
体
を
動
か
そ
う
!!
」

・積極的に階段を使う
・用事があれば可能な限り自分から
出向く
・犬の散歩
・背すじを伸ばす
・体を動かしながらテレビを見る
・床ふきは雑巾がけをする
・電話取り、新聞や郵便物取りなど、
何でも自分で動く など

日常生活でエネルギー消費を増やすコツ
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ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
表
現

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
、
文
化
や
社
会

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
造
語
や
表
現
が

多
く
あ
る
の
で
、
紹
介
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

朝
10
時
ま
で
の
太
陽
は
、
マ
タ
ハ

リ
・
セ
ハ
ッ
ト
（
元
気
な
太
陽
）
と
呼

ば
れ
ま
す
。
そ
の
時
間
の
太
陽
は
、「
す

が
す
が
し
く
健
康
に
な
る
」
と
、
赤
ん

坊
の
日
光
浴
時
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

赤
道
直
下
の
常
夏
の
国
に
暮
ら
す
人
々

が
、
太
陽
を
敏
感
に
感
じ
て
生
き
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

次
に
ジ
ャ
ム
・
カ
レ
ッ
ト
（
ゴ
ム
時

間
）。
こ
れ
は
、
ゴ
ム
の
よ
う
に
伸
び

縮
み
す
る
時
間
を
表
し
ま
す
。
会
議
開

始
が
遅
れ
て
も
「
ジ
ャ
ム
・
カ
レ
ッ
ト

ね
〜
」
と
と
ぼ
け
た
表
情
で
怒
り
ま
せ

ん
。
昔
、
1
日
は
12
時
間
に
区
切
ら
れ

て
い
た
た
め
、
24
時
間
に
慣
れ
な
い
と

い
う
人
も
い
ま
す
が
…
…
？

　

こ
の
の
ん
び
り
し
た
人
々
も
、
バ
イ

ク
に
乗
る
と
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
す
ぎ
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
対
策
が
ポ
リ

シ
・
テ
ィ
ド
ゥ
ー
ル
（
寝
て
い
る
警

官
）
で
す
。
こ
れ
は
、
道
路
に
10
セ
ン

チ
く
ら
い
の
盛
り
上
り
を
作
っ
て
い
る

場
所
を
指
し
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
を
出
し

た
ま
ま
で
そ
の
盛
り
上
が
り
に
ぶ
つ
か

る
と
危
な
い
の
で
、
み
ん
な
ス
ピ
ー
ド

を
落
と
し
ま
す
。
警
官
が
寝
て
い
て
も

ス
ピ
ー
ド
規
制
が
で
き
る
と
い
う
わ
け

で
す
。

　

最
後
に
、
ク
ス
ム
タ
ン
（
た
く
さ
ん

の
ア
リ
）
で
す
。
こ
れ
は
、
し
び
れ
る

と
い
う
意
味
で
す
。
し
び
れ
た
時
の
感

覚
が
、
た
く
さ
ん
の
ア
リ
が
い
る
よ
う

な
感
じ
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で

す
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
多
く
の
民
族
は
、

床
に
み
ん
な
が
輪
に
な
っ
て
座
っ
て
食

べ
る
の
が
習
慣
で
す
。日
本
と
同
じ
く
、

靴
を
脱
い
で
家
に
あ
が
り
ま
す
。
暑
い

国
で
す
か
ら
、
床
は
タ
イ
ル
張
り
で
ひ

ん
や
り
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
ゴ
ザ
を

敷
い
て
竹
か
ご
に
盛
ら
れ
た
ご
飯
や
鍋

の
お
か
ず
を
置
き
、
そ
れ
を
取
り
囲
ん

で
座
っ
て
食
べ
ま
す
。
わ
い
わ
い
楽
し

く
食
べ
て
い
る
間
に
、
ア
リ
が
た
く
さ

ん
寄
っ
て
き
て
、
し
び
れ
る
と
い
う
わ

け
で
す
。
そ
ん
な
感
じ
が
し
て
き
ま
す

ね
。

（
文
・
広
島
大
学　

中
矢 

礼
美 

准
教
授
）

世界の文化
～異文化理解のはじめ～

人権多文化共生推進室
42-5630

イラスト:県立広島大学
ロナルド・スチュアート准教授
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秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日（
金
）か
ら
11
月
15
日（
木
）

ま
で
全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
火
災
の
発
生

し
や
す
い
時
季
と
な
り
ま
す
の
で
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火　

命
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

■
３
つ
の
習
慣

・
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
に
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

■
４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。

平
成
24
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

第
７
回
防
火
ポ
ス
タ
ー

　

安
芸
高
田
市
内
の
小
学
生
を
対
象
に

募
集
し
た
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
表
彰
式
が

10
月
13
日
に
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
ク
リ

ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

応
募
数
７
５
５
点
か
ら
最
優
秀
賞
の

市
長
賞
・
議
長
賞
・
教
育
長
賞
を
各
１

点
、
優
秀
賞
は
各
学
校
１
点
、
計
16
点

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
市
内
各
所
を
巡
回
展
示

し
て
防
火
を
呼
び
か
け
ま
す
。
ま
た
、

安
芸
高
田
市
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
最
優
秀
賞

・
市
長
賞

５
年
生　

喜
連
川　

亮
く
ん　

甲
立
小
学
校

・
議
長
賞

３
年
生　

信
田　

寧
々
さ
ん　

小
田
小
学
校

・
教
育
長
賞

２
年
生　

新
田　

大
芽
く
ん　

吉
田
小
学
校

■
優
秀
賞

６
年
生　

近
藤　

順
哉
く
ん　

吉
田
小
学
校

５
年
生　

森
光　
　

駿
く
ん　

可
愛
小
学
校

２
年
生　

田
中　

結
唯
く
ん　

郷
野
小
学
校

１
年
生　

加
藤　

莉
奈
さ
ん　

刈
田
小
学
校

５
年
生　

大
上　

稀
一
く
ん　

根
野
小
学
校

１
年
生　

上
杉　

咲
幸
さ
ん　

美
土
里
小
学
校

３
年
生　

森
瀧　

純
理
く
ん　

川
根
小
学
校

１
年
生　

兒
玉　

啓
仁
く
ん　

来
原
小
学
校

５
年
生　

河
野　

星
奈
さ
ん　

船
佐
小
学
校

２
年
生　

角
濱　

奈
穂
さ
ん　

甲
立
小
学
校

５
年
生　

山
野
本
将
也
く
ん　

小
田
小
学
校

３
年
生　

道
遊　

颯
人
く
ん　

小
田
東
小
学
校

４
年
生　

大
足　

心
愛
さ
ん　

向
原
小
学
校

■
展
示
場
所
・
期
間

・
甲
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
パ
ル
パ

10
月
24
日
（
水
）
〜
10
月
30
日
（
火
）

・
Ｊ
Ａ
吉
田
総
合
病
院

11
月
１
日
（
木
）
〜
11
月
７
日
（
水
）

・
イ
ズ
ミ
吉
田
店

11
月
９
日
（
金
）
〜
11
月
15
日
（
木
）

ご
存
じ
で
す
か
？

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

　

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
と
は
、
ハ
チ
な

ど
に
よ
る
虫
さ
さ
れ
や
食
べ
物
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
、
生
命
の
危
機
と
な

る
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
の
こ
と
で
す
。

　

典
型
的
な
症
状
と
し
て
は
、
じ
ん
ま

疹
・
紅
斑
・
し
ゃ
が
れ
声
・
発
声
困
難
・

め
ま
い
・
腹
痛
・
下
痢
・
意
識
障
害
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
症
状
が
現
れ
た
ら
速
や
か

に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
迷
わ
ず
１
１
９
番
通
報
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
め
ま
い
が

し
た
ら
横
に
な
り
、

嘔
吐
に
注
意
し
て
心

臓
に
血
液
が
む
か
う

よ
う
両
足
を
上
げ
る

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　

詳
し
く
は
「
安
芸
高
田
消
防
署
救
急

係
」
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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火 災

救 急

救 助

そ の 他

0件
（22件）

130件
（1,166件）

5件
（29件）

3件
（25件）

９月

た
く
さ
ん
の

応
募

あ
り
が
と
う
!!

火の用心
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敬 称 略

敬 称 略
※このおよろこびとおくやみは掲載を承認さ
れた方のみ掲載しています。市外で届けら
れた方で名前の掲載を希望される方は、政
策企画課☎42-5612までご連絡ください。 

開催日時　 開催場所　 電話番号　 Fax番号　 申込方法　 問合せ先

青 嵜 大
たい

河
が

早稲田 大
だい

地
ち

小田 章
しょう

聖
せい

中 元 悠
ゆう

馬
ま

見 坂 真
ま

季
き

吉 村 　 忠
小 谷 　 正
花園 アヤ子
田川 スズヱ
青 江 忠 好
田 中 安 子
今田 フサヱ
渕 格 一

下 甲 千 代
地後安 次郎
児 崎 忠 司
藤 川 信 江

日野山 健一
向 井　 章
植野 ハルヱ

中村 キヌヨ
織 田 哲 晃
岡 川　 渉
平 川 章 男
宮 岡 定 子
桜 尾 智 幸
後藤 カズヱ

柳 川 春 莊
金 子 房 美
谷 川 　 巧
今 桐 利 信

横 山 　 學
京 極 光 子
福 本 忠 義
曽 根 勝 弘
吉 川 政 義
寺 尾 雪 枝
光 實 正 子

宮本 トシヱ
川本 セツ子
垣 内 房 子

見 代 久 義
甲斐野 君枝
足 免 　 猛
吉 野 郁 子
岡 﨑 建 男
檜 山 信 男

倉 升　 愛
あい

木 原 七
なな

海
み

下 瀨 穂
ほ の か

佳
奥 本 梨

り

菜
な

道 木 悠
ゆう

人
と

牧 瀬 　 蓮
れん

上 野 志
し

織
おり

𠮷 富 奉
こと

成
なり

𠮷 川 夏
なつ

遥
は

立 川 　 煌
こう

中村 はなえ吉 田 町 （男）

（男）

（男）

（男）

（女）

（女）

（女）

（女）

（女）

（男）

（男）

（女）

（男）

（女）

（男）

（女）八千代町

高 宮 町

甲 田 町

向 原 町

吉 田 町
（ 吉 田 ）
（ 吉 田 ）
（上入江）
（上入江）
（ 常 友 ）
（ 常 友 ）
（ 相 合 ）
（ 相 合 ）
（下入江）
（ 山 手 ）
（ 竹 原 ）
（ 西 浦 ）

八千代町
（佐々井）
（ 勝 田 ）
（ 向 山 ）
美土里町
（ 本 郷 ）
（ 本 郷 ）
（ 横 田 ）
（ 横 田 ）
（ 北 ）
（ 北 ）
（ 生 田 ）

高 宮 町
（ 船 木 ）
（ 川 根 ）
（ 房 後 ）
（ 原 田 ）
甲 田 町
（上小原）
（上小原）
（上小原）
（高田原）
（高田原）
（ 糘 地 ）
（ 糘 地 ）

（上甲立）
（下小原）
（下甲立）
向 原 町
（ 戸 島 ）
（ 戸 島 ）
（ 戸 島 ）
（ 戸 島 ）
（ 有 留 ）
（ 有 留 ）

81
89
90
92
77
81
88
97
95
87
36
89

63
87
99

101
76
89
66
93
37
93

86
88
86
89

76
88
71
70
86
90
90

95
82
78

78
95
95
86
89
91

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

歳
歳
歳

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

歳
歳
歳
歳

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

歳
歳
歳

歳
歳
歳
歳
歳
歳
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戸
戸
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